
Ⅱ―２全校的な教育支援体制の確立のために（４）気づき、つながりを助けるコーディネートアイディア（例）④ 
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第２段階 本人・保護者、担任、特Co、教務等 

  

第１段階 管理職、特Co、担任、教務、学年主任等 

日程とメンバー調整 

 

情報整理・判断 

第３段階 ①校内ケース会議 

②センター的機能等の活用 

役割内容の決定 

 

全職員へ共有化 チーム支援 指導・支援開始 

個別の教育支援計画・個別の指導計画に記載 

情報収集のための 

役割分担指示 

：本人・保護者・担任・

教科担当・部活、ク

ラブ担当等 

教育相談 

＊１ センター的機能については、『第 1章２(4)「特別支援学校とは」』（28ｐ）をご覧ください。 

参考：全国特別支援教育推進連盟編著『幼稚園・小中高等学校における特別支援教育の進め方②校内支援体制を築くため 

に』ジアース教育新社（2016） 
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管理職 特別支援教育コーディネーター（以下：特Ｃｏ） 
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情報収集：本人  
地域 家庭（親戚含） 習い事 

健康状態 発達段階 友人関係 
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 ケース会議 

指導・助言 

見取り、聞き取り、チェックリスト等の活用 

すべての教職員がかかわります。 

☆ 支援までのステップ（例） 

 

実情に合わせて再度第２段階・第３段階へ 

＊  の箇所は、特別支援教

育コーディネーター（特 CO）

の役割の例を表しています。 

支援までのステップ（例） 

http://4.bp.blogspot.com/-w28GEx3_N-c/WASJRBDHo1I/AAAAAAAA_B0/DK820EOiWcwHx4qh0rvDtJ2J5wcIgD38gCLcB/s800/pose_douzo_annai_businesswoman.png


Ⅱ―２全校的な教育支援体制の確立のために（４）気づき、つながりを助けるコーディネートアイディア（例）④ 

 

 

 

- 82 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内で、対象となる児童生徒とかかわっている人たちでチームを組んで話し合っていくこ

とが大切です。そうすることで、本人の気になる行動について、その背景や本人の思いを話

し合い、指導や支援策を考えていくことができます。 

また、何よりも本人や保護者と十分に対話をしながら、内容を決定していくことが大切で

す。しっかりと対話をしていくことで、学校も本人・保護者も納得 

した内容を個別の教育支援計画等に明記することができ、効果的な 

支援を引き継ぐことができます。 

指導・支援を開始するまで全ての手順を通る必要はありません。最初の情報収集・情報

整理・判断によっては、第１段階の話し合いで方針が決まったり、第２段階の教育相談で

方針が決まったりして、全職員へ共有化を図り、指導・支援を開始することもあります。 

 ただし、特別支援学校のセンター的機能等を活用する時は、学校として十分に情報を集

め、教育相談等（第１段階、第２段階）を実施することが大切です。気づきから、すぐに

センター的機能等を活用した場合や十分に話し合いが機能しない場合があったり、対象児

童生徒の担任だけが悩み、校内で支援体制を構築することが難しい場合があったりします。

まず、第１段階、第２段階、第３段階（①校内ケース会議）で、校内の先生方、本人や保

護者と十分に話し合うことで、解決することもあります。 

それでも、難しい場合は、センター的機能等を活用することで、

これまでの校内での取り組みから、さらに発展した指導や助言を得

ることができます。 

【特別支援学校のセンター的機能等の活用をするまでにしておきたいこと】 

【第２段階・第３段階において注意すべき点：教育相談・ケース会議】 

多忙な中での会議です。 

５W１Hを明確にした実行力のある会議にしていきましょう！ 

～誰が、何を、いつまで、どこで、どのように～ 

実行力ある会議をしていきましょう！ 

 
児童生徒の困難さに気づいたら、早期的対応が必要です。その場合、実行日を明確に

区切り、管理職と連携をとりながら、学校の予定に入れたり、関係者との調整をしたり、

動ける体制を作っておくことが大切です。 

http://4.bp.blogspot.com/-7Pi8d3p5j7Y/VVGVl8k7gqI/AAAAAAAAtnM/jC65o7UqGHY/s800/kigyou_business_man.png

